
三原事務所

ました。

１　優先交渉権者

　　広島市中区小町１番25号

　　株式会社水みらい広島

２　選定審査委員会

　(1) 開催日

　　　令和５年12月13日（水）

　(2) 参加事業者数

　　　１者

　(3) 審査方法

　　　等業務に関する優先交渉権者選定基準に基づき審査を実施した。

　(4) 議事概要

　　　　　　　社水みらい広島を優先交渉権者として選定してよろしいか。

　　（委　員）　異議なし

令和５年12月19日

　　（事務局）　各委員による採点を集計・整理した結果、株式会社水みらい広島

　　（議　長）　採点の結果、優先交渉権者選定基準を満たすものであり、株式会

　　（議　長）　株式会社水みらい広島を優先交渉権者として選定する。

　　　　　　　事務局は優先交渉権者と十分協議を行い、契約締結にむけて事務を

　　　　　　　進めること。

　　　　　　　の採点は200点満点中153.6点となった。

水道施設運転管理等業務委託公募型プロポ―ザルに

係る優先交渉権者選定結果について

　　　　水道施設運転管理等業務委託選定審査委員５人により、水道施設運転管理

三原事務所における水道施設運転管理等業務の優先交渉権者を次のとおり選定し



区 分 評 価 項 目 配 点 採 点

①会社概要及び
　財務状況

5 2.0

②人員配置計画 5 4.0

③業務遂行体制
　の考え方

5 3.6

④業務従事者の
　教育

5 3.6

⑤労働安全衛生
　管理

5 3.4

⑥パートナー
　シップ

5 3.4

①運転管理業務
　の考え方

15 9.6

②運転管理計画 15 12.0

③異常時の対応 10 7.2

Ⅲ 保全管理業務
　 に関する項目

①保全管理業務
　の考え方

20 14.4

①災害発生時の
　基本計画

20 12.8

②社内等の協力
　体制

20 17.6

①施設データの
　運用及び管理

10 8.4

②独創性 15 9.6

③企業としての
　地域貢献

15 12.0

Ⅵ 提案価格に関
　 する項目

①提案価格に関
　する評価

30 30.0

200 153.6合　　　　　計

水道施設運転管理等業務委託の優先交渉権者選定に関する採点結果

Ⅰ 事業運営に関
　 する項目

Ⅱ 運転管理業務
　 に関する項目

Ⅳ 危機管理に関
　 する項目

Ⅴ 自主的な取り
　 組みに関する
　 項目

企業の持つ技術や経験を活かし、より効率的な運用方法やコス
ト削減策を具体的に提案しているか。

市内企業及び市内人材の活用方針及び三原事務所の催事への参
加など、具体的な地域貢献策を提案しているか。

次に掲げる式により算出した数値（小数点以下の端数が生じた
場合は、小数点以下第２位を四捨五入）を点数とします。
提案見積価格の配点＝最低提案見積価格／当該参加事業者の提
案見積価格×配点数

災害発生時の人員配置計画及びその対応内容と支援体制は、適
切な提案となっているか。

社内や関連企業などの連携応援体制が確保されているか。

施設に関するデータ整備と活用等についての提案を具体的に示
しているか。

運転管理方法について、効率的でかつ安心・安全な水づくりが
できる方法を具体的に提案しているか。

異常時における操作、連絡体制などを具体的に提案している
か。また、リスクの想定とその防止策を具体的に示している
か。

施設の運転を安定的に行うため、保全管理業務上、配慮すべき
ポイントや考え方が適切な内容で提案されているか。

業務従事者の労務、安全衛生が適切に管理される提案となって
いるか

会社の規模、財務、経営状況を確認し、安定して業務を遂行で
きる経営基盤を有しているか。
自己資本比率（直近値）
□60％以上 5点　　□50％以上 4点　　□40％以上 3点
□30％以上 2点　　□30％未満 1点

評 価 の 視 点

提案者　　株式会社水みらい広島

官民連携について、適切な考え方を持っているか。

水道水の安定的な供給を行うための運転管理方針が具体的に提
案されているか。

業務従事者の人数、配置計画を適切に提案しているか。
人員配置
□15人以上 5点　　□14人 4点　　　　□13人 3点
□12人 2点　　　　□11人以下 1点

安心・安全な水道水を安定的に供給するため、適切で無理のな
い持続可能な業務遂行体制になっているか。

業務従事者に対する人材育成、技術の継承など、業務従事者へ
の教育体制が充実し、実現可能な提案となっているか。


